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豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て

桑

波

田

血

は

じ

め

筆
者
は
近
時
山
口
前
細
川
端
の
史
料
を
見
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
で
、
同
藩
に
行
は
れ
た
「
借
米
」

「
借
銀
」
に
つ
い
て
知
り
得
た
事
を

三
述
べ
て
み
た
い
。
弦
に
調
う
「
借
米
」
「
借
銀
」
は
、
落
か
ら
家
中
其
の
他
に
対
し
て
行
な
う
所
の
貸
米
銀
で
あ
っ
て
、
（
「
藩
か
ら
」
の
意
は

「
藩
当
局
を
通
じ
て
」
の
事
で
あ
る
。
）
債
務
者
が
領
内
領
外
か
ら
直
接
に
借
り
受
け
る
所
の
い
わ
ゆ
る
「
他
借
米
銀
」
で
は
な
い
。
貸
付
の
対
象

は
領
内
領
外
に
亙
る
が
、
農
民
を
貸
付
の
対
象
と
す
る
も
の
は
農
政
史
的
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
筆
者
の
準
備
と
能
力
を
越
へ
た

大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
本
稿
に
於
て
は
、
主
と
し
て
家
中
に
対
し
て
行
は
れ
た
貸
米
銀
を
取
扱
う
事
と
す
る
。

家
中
に
対
す
る
貸
米
銀
は
別
に
豊
前
細
川
藩
の
み
に
特
有
の
現
象
で
は
な
い
。

手
近
な
例
を
挙
れ
ば
、

筑
前
黒
田
藩
に
於
て
は
、

御
用
記

I乙

「
追
市
申
遣
候
、
家
中
之
者
共
ニ
か
し
候
米
之
儀
、
当
年
は
上
方
米
高
直
に
候
得
共
、
石
別
ち
ち
ミ
拾
四
匁
宛
之
さ
ん
用
ニ
銀
子
上
侠
ハ
ハ

銀
子
に
で
も
調
さ
せ
可
申
候
也
Q

慶
長
十
九
年
十
月
廿
九
日

長
政
御
判

河

内

蔵

允

殿

盛
前
細
川
務
の
「
併
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

九
九



段
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
O

野

外

殿
」
或
は

百己

久

「
（
前
略
）
新
参
衆
之
書
立
披
見
侠
、
百
石
ニ
付
三
石
宛
か
し
候
、
都
合
七
百
七
拾
壱
石
ニ
而
候
へ
共
、

申
伎
、
米
は
銘
々
之
浜
ニ
而
大
豆
ハ
下
山
内
ニ
而
可
相
波
供
。
（
後
略
）

八
百
石
可
相
波
侠
閲
剖
合
借
可
ヒ

七
月
十
七
日

如
水
（
花
押
）

殿
」
（
傍
点
筆
者
以
下
同
じ
。
）
と
あ
っ
て
、
家
中
に

黒

田

一
左
衛
門

対
す
る
溶
か
ら
の
貸
米
が
行
わ
れ
て
い
た
事
唱
は
明
白
で
あ
る
。

叉
、
秋
田
佐
竹
藩
に
於
て
も
、
梅
津
政
景
日
記
に

「
一
、
御
供
衆
之
内
不
叶
衆
御
か
ね
か
り
申
度
自
申
ニ
付
而
、
申
上
、
か
し
巾
候
。
（
後
略
こ
と
あ
っ
て
、
家
中
を
対
象
と
し
た
貸
銀
の
寄

在
ぞ
知
り
得
る
。
更
に
、
幕
府
法
令
の
中
に
も
旗
本
以
下
の
面
々
で
「
進
退
不
慣
威
者
」
に
対
し
、
加
増
或
は
借
金
等
を
申
し
つ
け
た
事
が
み

え
る
。
封
建
領
主
よ
り
す
る
家
臣
団
へ
の
貸
付
は
、
少
く
と
も
近
世
初
期
に
於
て
は
広
く
全
国
的
に
見
ら
れ
る
普
遍
的
現
象
で
あ
っ
た
と
云
へ

る
豊
前
細
川
藩
（
以
下
細
川
藩
と
称
す
。
）

家
中
に
対
し
て
行
わ
れ
た
貸
付
米
銀
の
元
米
銀
所
有
者
は
単
に
溶
（
日
藩
主
）
の
み
で
は
な
い
。

管
見
に
入
っ
た
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
．
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
事
な
が
ら
、
溶
主
忠
利
で
あ
る
。
即
ち
、
「
寛
永
弐
年
之
諸
給
人
井
御
切
米
取
ノ
借
状
相
改
、
相
済
候
分
ハ
そ
れ
そ

（封）

3

れ
へ
御
奉
行
ぷ
返
シ
可
申
之
旨
被
成
御
意
、
小
左
衛
門
甚
丞
待
之
ま
ま
拾
包
被
成
御
出
侠
事
」
と
あ
っ
て
、
瀦
の
貸
付
を
受
け
る
者
は
相
当
多

数
に
及
ん
だ
事
が
推
量
さ
れ
る
。



2
．
次
に
藩
主
の
父
で
、
中
津
に
隠
居
し
て
い
た
三
斎
忠
興
で
あ
る
。
「
一
、
一
ニ
斎
様
ぷ
殿
様
被
成
御
借
用
候
御
米
者
可
被
成
御
返
弁
候
、
御
家
中

御
侍
衆
ぷ
取
立
被
仰
付
候
て
御
返
弁
ノ
分
、
日
や
け
に
付
而
侍
衆
ぷ
不
納
候
米
者
殿
様
ぷ
御
返
弁
ハ
被
戚
間
敷
旨
。
（
後
略
）
」
右
に
よ
れ
ば
、

借
用
者
は
家
中
の
者
の
み
で
は
な
く
、
藩
主
忠
利
自
身
も
亦
、
借
用
者
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、

「
一
、
家
中
之
者
共
に
も
御
借
米
被
仰

付
又
、
此
方
御
屋
敷
手
伝
之
者
に
も
御
借
米
被
仰
付
恭
奉
存
候
、
借
状
拙
者
か
ら
ん
D

上
司
申
候
由
、
式
部
民
部
申
越
候
、
彼
便
ニ
可
致
進
上

候
、
（
後
監
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
三
ぃ
粛
↓
忠
利
↓
家
中
の
手
続
に
よ
っ
て
貸
付
が
行
わ
れ
た
。
更
に
、
一
言
付
の
家
臣
U
中
津
衆
に
対

し
で
も
「
中
津
衆
へ
三
芳
様
ぷ
之
御
借
銀
帳
壱
冊
、
叉
御
借
米
之
運
賃
帳
一
冊
中
津
御
奉
行
衆
ぷ
持
を
被
差
越
候
（
後
略
）
」
の
如
く
、
三
斎

か
ら
の
貸
米
銀
が
な
さ
れ
て
い
る
。

3
．
は
藩
主
井
び
に
三
斎
の
奥
の
者
達

ィ
、
御
万
、
「
中
津
御
奉
行
衆
ム
白
書
状
ニ
而
被
申
越
候
ハ
、
去
々
年
者
御
万
様
之
御
銀
子
御
侍
中
へ
か
し
被
下
候
、

候
間
来
年
の
御
借
米
小
倉
御
給
人
衆
同
前
ニ
借
被
下
候
様
ニ
と
被
申
越
候
、
（
後
略
）
一
一
刊
）
御
万
は
三
斎
の
四
女
で
烏
丸
中
納
言
光
賢
室
、
元
和

当
暮
一
一
元
利
共
被
召
上

九
年
御
侍
帳
に
於
て
は
、
二
千
石
の
知
行
を
受
け
て
い
る
。
右
に
依
っ
て
、
中
沖
衆
に
対
す
る
貸
付
米
も
基
本
的
に
は
小
合
衆
同
前
に
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
事
が
判
明
す
る
。

「
御
上
様
之
御
米
十
石
先
年
小
林
助
右
衛
門
ニ
併
被
下
候
を
元
利
共
返
上
不
仕
候
閥
、
元
分
十
石
ハ
従
殿
様
御
米
ニ
て
被
返
追

候
問
、
来
年
ヨ
リ
ハ
御
上
様
御
米
ヲ
相
加
へ
併
付
可
巾
事
」
、
於
上
は
何
人
で
あ
る
か
を
詳
に
し
な
い
。

ロ
、
於
上
、

ハ
、
於
こ
ほ
、

「
佐
渡
殿
ぷ
被
仰
聞
候
ハ
慶
徳
院
殿
へ
御
こ
ほ
様
A
O
当
年
被
借
御
米
元
利
御
返
弁
候
、
当
分
御
蔵
へ
入
置
度
候
問
、
御
蔵
奉

行
衆
へ
其
分
ニ
巾
付
候
へ
と
被
仰
聞
候
、
則
御
か
し
被
成
時
も
惣
米
方
ぷ
返
上
米
ノ
内
を
御
蔵
ぷ
被
借
遣
候
閥
、
其
分
ニ
心
得
候
へ
と
被
仰
越

付
栗
野
伝
介
へ
其
分
ニ
申
渡
候
事
。
」
於
こ
ほ
（
古
保
）
は
、
三
斎
の
次
女
で
あ
る
。
長
岡
佐
渡
守
興
長
室
と
な
る
。

そ
っ
ぽ
ね
、
「
（
虫
損
人
名
欺
）
御
つ
ぽ
ね
ノ
米
先
年
か
り
申
を
中
津
ぷ
御
催
促
ニ
付
知
行
を
召
置
上
納
米
相
済
以
後
返
シ
可
被
下
通
申
上

出
以
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

。



豊
前
細
川
渚
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

候
、
（
後
略
）
〕
uv

。

4
．

家

臣

、

其

の

他

ィ
、
家
臣
、
「
米
百
石
川
淀
斎
へ
遺
候
問
、
我
等
手
前
へ
比
一
間
取
候
て
四
わ
り
ニ
か
し
候
て
可
遺
候
也
。

寛
永
弐
年
六
月
十
三
日
御
印

奉
行
中
」

右
の
豊
斎
は
、
元
和
九
年
御
侍
帳
に
留
守
居
井
伽
之
者
と
し
て
現
れ
る
。
知
行
高
百
五
拾
石
で
あ
る
。
引
用
史
料
に
於
て
は
、
藩
主
下
賜
米

を
四
和
利
の
利
付
で
借
米
さ
せ
る
と
の
み
で
あ
っ
て
、
貸
付
の
対
象
等
が
判
然
と
し
な
い
が
、
次
例
に
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「

差

紙

て
御
米
式
百
五
拾
石
弦
懸
斗
に
て
菊
野
伊
織
方
へ
可
遺
旨
被
仰
出
候
、
此
内
弐
百
石
者
、
野
田
小
左
衛
門
豊
岡
甚
丞
方
、
被
預
置
毎
年
加
四

和
利
、
御
米
ニ
相
添
御
家
中
へ
借
付
、
利
米
ハ
役
方
、
知
行
－
一
懸
申
出
米
ニ
立
用
仕
、
残
分
有
之
者
算
用
之
上
を
以
可
被
相
渡
由
被
成
御
詫
候
閥
、

可
被
得
其
意
所
如
件
。

寛
永
弐
年
六
月
十
日
御
印

北

原

新

十

郎

印

判

宅

勘

whv

円
H
H哨
川
刊
4

・由民

rrvdz
，

（
奉
行
三
名
略
ス
）
」
。

菊
野
伊
織
は
、
御
側
衆
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
下
賜
米
は
御
蔵
米
と
共
に
、
家
中
に
対
し
て
貸
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
米

は
下
賜
米
受
給
者
の
知
行
懸
米
の
支
出
に
充
て
ら
れ
た
事
が
判
る
。
又
、
下
賜
米
貸
付
も
、
溶
有
米
貸
付
も
共
に
同
利
率
で
あ
る
事
を
こ
の
史

料
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

右
の
二
例
は
、
下
賜
米
を
元
米
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
元
米
銀
の
出
所
の
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
（
前
略
）
源
六
殿
（
民
家
源



六
、
元
和
九
年
御
侍
帳
に
て
「
与
外
」
知
行
高
三
千
石
。
）
米
銀
共
ニ
御
意
を
以
借
付
被
遣
候
、
（
後
肱
引
に
の
如
く
で
あ
る
。

右
に
於
て
は
、

貸
付
米
銀
が
元
米
銀
所
有
者
の
知
行
物
成
か
ら
出
た
も
の
か
、
或
は
、
前
二
例
の
如
く
藩
主
下
賜
米
銀
か
ら
出
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

ロ
、
其

の

他

「
一
、
彦
山
僧
正
御
房
後
室
、
御
息
女
之
米
借
付
被
下
候
様
ニ
被
仰
上
ニ
付
御
か
し
付
可
被
遣
候
問
、
其
段
可
申
旨
被
仰
出
。
付
、
内
衆
よ

ひ
ょ
せ
侯
て
御
意
旨
申
渡
候
事
。
」

「

抵

薗

社

参

石

御

供

米

六

月

之

湯

共

拾

石

神

主

壱

石

五

斗

社

子

弐

人

分

到
津
八
幡
御
供
米

弐

石

五

斗

五

升

但

正

月

期

日

三
月
三
日

五
月
五
日

三

ヶ

月

分

也

篠
崎
宮
尾
入
幡
御
供
米

三

ヶ

月

分

也

右
者
三
社
領
ノ
内
ニ
て
毎
年
神
主
銘
々
請
取
、
但
社
領
之
年
貢
米
も
蔵
ニ
納
残
分
貸
ニ
成
社
頭
建
立
」
l
｝

弐

石

五

斗

五

升

但

正
月
期
日

三
月
三
日

五
月
五
日

「
一
書
申
入
候
、
然
者
黒
田
蔵
人
方
知
行
宇
佐
御
社
米
之
儀
ニ
付
而
被
押
置
候
分
、
口
明
可
被
申
候
、
御
社
米
之
儀
埼
明
申
ニ
付
而
如
此
候

条
可
被
得
其
意
候
。

（
寛
永
七
年
）

十
二
月
廿
五
日

恐
々
謹
言

（
惣
奉
行
）

修

理

（

M

H

H

）
 

兵

庫

（

H

M

H

）
 

助

進

畠
H

前
細
川
雄
閣
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
回
）

一O三



豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
四

（
郡
奉
行
）

河

喜

多

五

郎

右

衛

門

殿

釘

本

半

左

衛

門

殿

（

中

津

衆

）

仔

】

尚
々
、
蜂
屋
隠
岐
守
宇
佐
御
社
米
か
り
被
申
候
、
御
請
人
ニ
蔵
人
方
被
相
立
ニ
付
而
被
押
置
候
分
之
儀
ニ
候
問
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
。
」

元
米
所
有
者
の
判
明
し
て
い
る
の
は
、
彦
山
僧
正
後
室
、
宇
佐
八
幡
宮
、
抵
闘
社
、
到
津
八
幡
社
、
篠
崎
宮
尾
八
幡
社
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
寺

社
の
貸
米
は
、
調
堂
銭
的
な
も
の
で
、
ー
貸
付
取
立
を
藩
が
代
行
じ
、
多
分
に
元
米
所
有
者
に
対
す
る
恩
恵
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

「
（
御
印
〉
一
、
此
方
へ
米
を
預
ケ
置
候
も
の
、
は
や
利
元
共
ニ
請
取
度
と
申
候
者
早
々
返
し
可
申
事
。
」
の
如
、
き
記
事
が
存
す
る
の
で
、
右
に
列

挙
し
た
他
に
も
元
米
所
有
者
が
存
在
し
た
と
思
は
れ
る
が
、
そ
の
全
容
は
把
握
し
得
な
い
。
元
米
銀
所
有
者
は
右
に
挙
げ
た
如
く
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
米
銀
の
貸
付
及
び
、
そ
の
取
立
、
或
は
返
弁
滞
分
の
拠
置
は
藩
の
行
政
機
構
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
云
へ
ば

貸
付
は
借
米
奉
行
、
取
立
、
滞
分
拠
置
は
郡
奉
行
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
惣
奉
行
の
指
揮
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

細
川
藩
に
行
は
れ
た
「
借
米
銀
」
の
元
米
銀
所
有
者
は
、
右
に
述
べ
た
如
く
で
あ
っ
て
、
そ
の
貸
付
の
対
象
は
、
家
中
、
農
民
、
町
人
、
鉱

山
労
働
者
、
諸
職
人
等
で
あ
る
が
、
町
人
に
対
す
る
貸
付
は
寛
永
三
年
の
例
を
見
る
と
扶
持
方
の
給
与
に
充
て
る
べ
き
米
を
割
い
て
行
は
れ
、

期
聞
は
約
四

t
五
ヶ
月
、
利
率
は
一
割
で
あ
る
。
貸
付
米
の
総
量
は
三
千
石
で
あ
り
、
上
方
に
定
詰
に
な
っ
て
い
る
者
の
内
で
扶
持
方
取
の
給

米
を
乙
の
貸
付
米
の
利
米
で
ま
か
な
う
事
を
目
的
と
し
た
。
寛
永
二
年
の
「
御
印
並
御
書
出
之
写
」
に
は
「
一
、
町
人
ニ
毎
年
扶
持
方
米
を
暮

に
か
し
春
取
候
事
。
」
と
云
う
一
条
が
害
し
て
い
る
の
で
、
寛
永
三
年
に
行
は
れ
た
町
人
に
対
す
る
貸
付
米
は
前
年
の
計
画
を
実
行
し
た
も
の



と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
－
つ
な
財
政
的
目
的
を
有
し
た
貸
付
か
計
幽
通
り
永
．
抗
的
に
行
ほ
れ
た
か
、
否
か
は
詳
に
レ
縛
な
い
が
、
扶
持
米
の
一
部

を
貸
付
米
の
利
子
分
に
よ
っ
て
支
弁
せ
ん
と
す
る
財
政
的
意
凶
を
も
っ
た
貸
付
が
行
ほ
れ
．

そ
の
貸
付
の
対
象
が
町
人
で
ゐ
っ
た
事
は
、
注
目

す
べ
き
事
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
城
下
町
商
業
利
潤
の
領
主
財
政
へ
の
吸
収
は
従
来
町
方
話
役
の
徴
収
と
云
う
形
で
実
現
さ
れ
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
貸
付
行
為
は
、
そ
れ
に
加
へ
て
更
に
強
力
な
商
業
利
潤
割
取
の
意
凶
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
呼
野
採
銅
所
等
の
鉱
山
労
働
者
、
或
は
山
師
床
屋
等
を
対
象
と
す
る
貸
米
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
諸
役
、
売
米
代
と
共
に
領
主
に
と
っ

営
に
関
す
る
史
料
は
、

て
鉱
山
経
営
の
利
益
の
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
事
は
周
知
の
事
実
で
ゐ
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
筆
者
が
見
得
た
細
川
藩
諸
鉱
山
の
経

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
得
る
程
の
も
の
で
は
な
い
の
で
他
日
を
期
す
る
事
と
し
た
い
。

次
に
、
農
民
を
対
象
と
し
た
貸
付
は
始
に
述
べ
た
如
く
暫
く
措
く
と
し
て
、
只
、
左
の
事
実
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
即
ち
、

ー寸

（
前
略
）

て
種
米
之
外
ハ
給
人
ニ
知
行
遣
候
と
て
、
弥
蔵
納
之
米
未
進
と
て
渡
候
知
A
O

取
立
申
間
敷
候
、
此
儀
度
々
申
渡
置
候
也
。

寛
永
三
、
十
月
三
日
」

右
に
於
て
は
、

蔵
納
地
を
新
知
に
給
せ
ら
れ
た
る
場
合
、

古
未
進
は
一
切
破
却
し
、

単
に
種
子
米
の
み
を
返
上
す
べ
し
と
云
う
の
で
あ
る

が
、
何
故
種
子
米
の
み
を
取
立
て
て
、
古
未
進
は
破
却
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
幕
藩
体
制
の
第
一
段
階
と
・
5
れ
て
い
る
慶
長

t
覧
永
期
は
、
領

（お）

主
に
よ
る
農
民
の
全
剰
余
労
働
部
分
の
収
取
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
近
世
大
名
領
主
が
、
そ
の
農
村
政
策
を
小
農
民
自
立
策
を

も
っ
て
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
脆
弱
な
生
産
力
的
基
躍
を
有
す
る
小
農
民
の
再
生
産
維
持
の
為
に
何
等
か
の
措
置
が
必
要
と
な
る

が
、
具
体
的
に
は
そ
れ
が
種
子
米
、
夫
食
米
と
な
っ
て
現
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
吃
更
に
、
こ
の
時
期
の
段
階
的
特
徴
（
H
H
全
余
剰
労
働
部
分
収

取
）
か
ら
考
へ
て
未
進
の
存
在
は
、
自
然
的
災
害
、
或
は
著
レ
い
高
見
等
を
意
味
す
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
未
進
の
全
額
徴
収
は
必
要
労
働
部

分
の
割
取
を
意
味
し
、
小
農
民
経
営
の
再
生
産
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
種
子
米
、
未
進
等
の
意
味
す
る
所
が
か
く
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
新
知
に

豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
五



豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

。
ノ、

存
す
る
蔵
納
地
時
代
の
古
未
進
の
強
行
的
収
取
は
給
人
知
の
経
済
的
基
盤
を
あ
や
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
の
史
料

は
こ
の
よ
う
な
危
険
性
が
現
実
の
も
の
で
あ
っ
た
事
を
証
明
し
て
い
る
。

｛お｝

申
候
ニ
付
百
姓
め
け
申
由
候
。
（
後
略
）
」
。
小
農
民
経
営
再
生
産
維
持
の
為
に
投
下
せ
ら
れ
た
剰
余
労
働
部
分
H
種
子
米
の
み
が
返
却
を
求
め

「
（
前
略
）
源
丞
ニ
御
知
行
被
下
候
時
、

古
未
進
有
之
ぞ
悉
取
立
被

ら
れ
、
古
未
進
が
破
却
さ
れ
る
所
、
以
は
こ
乙
に
存
す
る
。

次
に
、
家
中
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て
の
べ
る
。
ま
ず
家
臣
団
の
側
に
於
け
る
借
用
理
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
経
済
的
窮

乏
で
あ
る
。
「

三

月

十

九

日

＠

＠

＠

＠

円

mv

一
、
諸
御
給
人
衆
之
内
手
前
稽
不
相
成
被
及
飢
衆
ニ
御
米
を
か
し
可
申
ニ
惣
談
相
極
候
、
（
後
略
）
」

こ
の
よ
う
な
状
態
に
た
ら
い
た
っ
た
理
由
と
し
て
は
ま
ず
、

災
害
等
に
よ
り
給
人
の
経
済
的
基
盤
た
る
知
行
所
務
の
成
難
き
事
態
が
生
ず
る

事。
第
二
に
、
藩
主
の
参
府
に
随
行
す
る
為
の
負
担
支
弁
の
為
。

第
三
に
、
江
戸
城
、
大
坂
城
等
の
普
請
役
負
担
の
為
、
等
が
考
へ
ら
れ
る
。
第
二
と
第
三
は
通
常
、
給
人
の
役
儀
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
同

じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
家
臣
団
の
経
済
的
窮
乏
の
原
因
と
し
て
は
災
害
等
に
よ
る
知
行
地
の
荒
麗
と
役
儀
負
担
に
二
大
別
で
き
る
。
左

記
A
は
第
一
の
理
由
と
第
二
の
理
由
が
重
合
し
た
も
の
で
あ
り
、

B
は
第
三
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

A
、
「
芦
田
与
兵
衛
例
年
ハ
御
借
米
か
り
不
被
申
侯
へ
共
、
当
年
ハ
知
行
日
ニ
焼
申
候
、
其
上
来
年
御
供
之
筈
候
聞
．

（

mv 

り
被
申
上
候
、
来
年
御
供
候
問
、
か
し
可
被
申
由
松
本
彦
之
進
豊
岡
甚
丞
へ
申
遺
候
也
己

御
借
米
か
り
申
度
通
理



B
、
「
（
前
略
）

一
、
三
斎
様
御
金
、
金
子
五
百
枚
有
之
由
被
仰
候
問
、
来
年
普
請
之
た
め
に
是
も
家
中
へ
借
可
申
候
条
、
可
得
其
意
候
、
利
之
儀
者
京
之
町
な

｛

m
－
 

E
次
第
ニ
候
事
。
（
後
略
）
」

貸
付
米
の
借
用
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
給
人
は
、

「
手
前
碓
不
相
成
旨
」
を
訴
へ
て
、
借
米
銀
の
申
請
を
為
し
さ
へ
す
れ
ば
、
直
ち
に
そ

の
要
望
が
容
れ
ら
れ
た
か
と
云
う
に
、
そ
こ
に
は
藩
と
給
人
と
の
単
な
る
貸
借
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
経
済
外
的
種
々
の
要
素
が
在
し
た
も
の

の
如
く
で
あ
る
。

第
一
に
云
う
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
が
、
貸
付
は
藩
主
の
意
志
に
依
っ
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
の
噌
御
っ
て
「
御
前
悪
敷
衆
ノ
御
借
米
如
何
可

｛却）

仕
侯
哉
と
得
御
意
候
へ
ハ
と
か
く
ノ
御
詑
無
御
店
内
候
、
然
上
者
、
御
誕
御
wm侠
迄
ハ
本
年
之
御
借
渡
之
儀
、
不
相
成
候
事
。
」
の
如
く
「
御
借

米
」
を
う
け
る
に
は
、
家
臣
と
し
て
失
策
な
き
事
が
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
「
御
借
米
」
は
藩
主
の
家
臣
団
統
制
の
一
手
段
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

ー「

（
前
略
）

一
、
当
年
之
借
米
百
石
ニ
三
拾
石
か
し
に
て
無
之
候
ハ
ハ
不
成
者
可
在
之
由
、
年
寄
共
申
越
候
、
そ
れ
に
で
も
不
成
も
の
ハ
先
知
行
請
取
可
申

と
杏
候
、
三
十
石
か
し
之
儀
は
先
沙
汰
な
し
ニ
可
仕
候
、
御
普
請
も
若
延
可
申
も
不
知
候
、
か
様
ニ
申
候
ハ
ハ
家
中
由
断
可
参
候
問
、
堅
隠
密

可
仕
侠
事
。

（
寛
五
）
正

月

ム
ノ、

日

越

忠
利
（
判
）

浅

山

修

理

田

中

兵

庫

殿殿
L....-

直
宮
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
七



豊
前
細
川
藩
の
「
倍
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
八

右
に
於
て
、

が
、
家
中
へ
の
心
理
的
効
果
の
点
か
ら
「
竪
隠
密
可
仕
候
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。

高
百
石
に
付
て
三
拾
石
宛
の

「
御
借
米
」

は
大
坂
城
御
手
伝
普
請
を
遂
行
す
る
の
に
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

「
三
拾
石
か
し
之
儀
」
が
早
急
に
家
中
に
知
れ
る
事
に
依
つ

て
生
ず
る
家
中
の
油
断
｜
｜
経
済
的
浪
費
を
廻
避
し
、
御
手
伝
普
請
を
滞
り
な
く
遂
行
せ
し
め
ん
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
藩
主
の
意
志
に
よ
っ
て
、
貸
付
対
象
の
準
則
が
変
見
さ
れ
た
。
左
記
A
は
寛
永
三
年
正
月
十
日
、

B
は
寛
永
五
年
五
月
三
日
の
「

奉
書
」
に
拠
っ
て
い
る
。

（野田）

A
「
御
か
し
米
之
儀
新
地
取
迄
ニ
か
し
其
外
ニ
ハ
ま
っ
か
し
申
間
敷
旨
、
小
左
衛
門
ニ
可
申
渡
御
意
」

B

「
新
敷
御
知
行
被
下
者
ニ
、
其
年
之
御
借
米
御
か
し
被
成
間
敷
候
、
以
来
其
者
ノ
勝
手
ニ
も
成
儀
ニ
候
と
被
仰
出
候
。
」

A
に
於
て
優
先
的
に
貸
付
の
対
象
と
な
っ
た
「
新
地
取
衆
が
B
に
於
て
は
貸
付
を
う
け
ざ
る
事
が
、

「
其
者
」
の
経
済
的
安
定
を
も
た
ら
す

る
云
う
理
由
に
よ
っ
て
貸
付
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
同
一
条
件
に
あ
る
も
の
が
A
と
B
に
於
て
正
反
対
の
取
扱
い
を
う
け
て
い
る
。

A
に
於

て
は
貸
付
米
の
返
弁
能
力
が
主
要
な
関
心
と
な
っ
て
居
り
、

C
に
於
て
は
家
臣
団
の
経
済
的
安
定
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
藩
主
の

意
士
山
を
か
く
変
佑
せ
し
め
た
も
の
は
、
恐
ら
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
於
る
藩
の
財
政
状
態
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
史
料
的
に

明
証
を
得
な
い
の
で
暫
く
措
き
、
以
上
三
点
は
近
世
初
期
の
藩
政
の
特
徴
を
な
す
藩
主
独
裁
の
様
相
を
如
実
に
示
し
て
居
り
、
藩
と
給
人
と
の

貸
借
関
係
に
経
済
外
的
要
素
を
多
分
に
附
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈犯）

一
般
的
に
は
惣
奉
行
を
通
じ
て
、
藩
主
の
裁
許
を
得
る
と
云
う
形
式
を
と
っ
た
。
市
し
て
、
新
規
の
貸
付
を
受
け

（お｝

る
場
合
は
、
以
前
の
「
御
借
米
不
納
」
の
無
き
事
が
要
件
で
あ
っ
た
が
d

「
増
借
」
を
受
け
る
場
合
は
請
人
を
立
て
る
事
が
要
求
さ
れ
た
。

（

お

）

〈

幻

）

貸
付
の
利
率
は
、
三
割
i
四
割
を
標
準
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
増
借
」
を
う
け
る
場
合
は
五
割
の
利
率
で
あ
っ
た
。

貸
付
を
受
け
る
手
続
は
、

当
時
上
方
に
於
げ
る
利
足
は
細
川
藩
資
料
に
散
見
す
る
所
に
よ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

「
一
、
八
喜
空
手
前
不
相
成
ニ
付
京
都
御
借
銀
之
内
を
被
成
御
借
し
、
自
然
々
々
ニ
知
行
物
成
之
内
を
以
可
取
立
と
の
御
印
、
寛
五
ノ
十
一



上
方
之
利
ハ
弐
年
と
し
三
年
ご
し
ニ
な

（

7

7

）

〔

羽

｝

ら
て
ハ
不
極
由
、
甚
丞
被
申
候
、
此
前
ノ
利
ノ
な
ら
し
年
中
一
己
り
弐
歩
ニ
当
候
ニ
付
先
左
様
ニ
可
た
口
〉
い
迄
究
置
候
事
。
」

月
ニ
被
成
御
出
ニ
付
、

今
度
も
弐
貫
め
余
か
り
被
申
候
、

上
方
利
足
な
み
と
借
状
ニ
番
付
さ
せ
候
、

ー「

（
前
略
）

一
、
上
方
へ
上
り
逗
留
侯
者
銀
子
可
入
由
由
遣
ニ
付
而
、
其
元
ニ
て
三
和
利
之
米
を
か
り
大
坂
へ
上
候
而
上
方
ニ
而
壱
和
利
五
歩
之
銀
子
を
借

（

野

田

）

．

§
v

り
候
而
之
差
引
仕
候
へ
ハ
、
上
方
ニ
而
銀
子
借
た
る
が
徳
之
由
、
小
左
衛
門
猪
兵
衛
申
侠
通
得
其
意
候
事
。
（
後
略
）
」
、

即
ち
、
前
者
に
於
て
は
上
方
に
於
げ
る
利
ネ
は
貸
借
関
係
が
、
二
年

t
三
年
に
亙
る
長
期
契
約
を
主
と
し
た
故
に
、
年
利
に
換
算
す
れ
ば

壱
割
弐
歩
に
当
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
後
者
に
於
て
は
、
細
川
藩
内

（
小
窟
に
於
て
で
あ
ろ
う
。
）
の
貸
米
の
利
米
よ
り
も
上
方
借
銀
の
利
子

が
安
い
事
を
示
し
て
を
り
、
細
川
落
家
中
の
上
方
出
張
逗
留
の
費
用
調
達
は
国
許
で
高
利
貸
米
を
借
用
す
る
よ
り
も
、
上
方
の
金
利
の
安
い
銀

を
借
り
た
る
が
利
得
と
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
低
金
利
の
上
方
銀
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
家
中
の
参
勤
、
普
請
課
役
の
費
用
の
調
達

は
、
専
ら
そ
れ
に
よ
り
、
三

t
四
割
に
五
割
に
も
及
ぶ
藩
の
高
利
貸
付
の
利
用
度
は
非
常
に
限
定
さ
れ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
事
実
、
大
蚊
商

人
小
倉
屋
仁
兵
衛
、
塩
屋
藤
左
衛
門
等
か
ら
の
細
川
藩
家
中
の
借
銀
は
相
当
な
量
に
達
し
て
い
た
と
思
は
れ
る
d
｝
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
小
倉
屋
の
場
合
で
も
、
塩
屋
の
場
合
で
も
家
中
へ
の
貸
付
銀
の
取
立
が
醤
だ
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
為
に
種
々
の
ト
ラ

ブ
ル
を
惹
起
し
て
い
る
事
で
あ
わ
v

例
へ
ば
、
塩
屋
貸
付
銀
に
つ
い
て
は
、

（
小
倉
）

「
一
、
式
部
少
輔
殿
ぷ
山
本
源
太
夫
井
上
弥
ニ
右
衛
門
を
以
被
仰
聞
候
ハ
、
大
坂
塩
屋
藤
左
衛
門
女
頁
此
中
愛
元
へ
罷
下
、
御
家
中
ニ
有
之

（
中
略
）
か
の
女
房
申
候
ハ
式
部
蹴
御
取
次
な
く
侠
て
．
御
ひ
ろ
ま
へ
詰
申
上
可
申
由
、
申
候
、
又
、

中
津
へ
も
御
状
参
候
問
、
上
申
儀
不
成
候
ハ
、
中
津
ぷ
も
上
可
申
由
、
申
候
、
（
後
略
一
寸
の
如
く
、
商
人
よ
り
家
中
へ
の
貸
付
銀
取
立
の
為
に

借
銭
を
こ
い
申
侠
へ
共
、
調
不
申
侠
。

藩
の
力
を
か
り
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
制
が
く
り
か
へ
し
現
れ
る
と
す
れ
ば
上
方
よ
り
の
家
中
借
銀
に
つ
い
て
は
、
取

豊
前
細
川
溶
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一O
九



豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

。

立
の
都
度
藩
の
介
入
を
要
す
る
事
と
な
り
、
家
中
の
者
が
直
接
に
上
方
商
人
か
ら
借
銀
に
及
ぶ
事
は
、
甚
だ
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従

っ
て
、
藩
及
び
家
中
と
し
て
は
、
自
己
の
知
行
地
（
藩
主
蔵
入
地
及
び
、
給
人
知
行
地
）
よ
り
の
収
入
の
み
に
よ
っ
て
領
主
的
再
生
産
維
持
が

困
難
と
な
る
場
合
1
l
e例
え
ば
、
普
請
課
役
、
江
戸
参
府
等
の
為
の
多
額
の
出
費
の
場
合
｜
｜
何
等
か
の
形
で
領
内
領
外
の
商
業
資
本
（
特
に

領
外
資
本
、
具
体
的
に
は
上
方
商
業
資
本
）
に
依
存
す
る
事
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

一
般
家
中
と
上
方
商
業
資
本
と
の
貸
借
関
係
が
前

記
の
如
き
状
況
に
立
至
る
な
ら
ば
、
務
と
し
て
は
金
融
逼
塞
打
開
の
何
等
か
の
手
段
を
取
る
事
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
目
的
の
為
に
行

は
れ
た
の
が
家
中
「
惣
銀
」
借
入
の
為
の
「
袖
判
」
で
あ
る
。
即
ち
、

「
一
、
寛
永
五
年
之
惣
銀
之
御
袖
判
弐
枚
、
同
六
年
の
御
袖
判
弐
枚
、
中
神
与
兵
衛
被
語
返
ニ
付
、
御
前
へ
被
差
上
候
処
、
御
判
御
け
し
被

成
御
出
候
を
、
則
中
神
与
兵
衛
ニ
相
渡
シ
、
御
家
老
衆
御
判
を
御
け
し
候
様
－
一
可
被
仕
通
申
渡
候
事
o
U｝

「
一
、
林
久
太
夫
、
中
間
市
太
夫
上
方
ニ
而
惣
銀
相
調
候
て
、
今
日
罷
下
候
事
。
」

右
に
よ
れ
ば
、
惣
銀
の
御
袖
判
は
家
老
連
判
の
借
用
状
に
藩
主
の
袖
判
を
加
へ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
借
用
先
は
上
方
で
め
っ
た
事
が
判

こ
の
よ
う
な
袖
判
借
用
状
に
よ
る
上
方
資
本
の
利
用
は
、
家
中
一
般
に
対
し
て
無
差
別
に
可
能
で
あ
っ
た
か
と
云
う
に
、

（鶴）

上
級
家
臣
を
除
い
て
は
、
個
人
的
に
袖
判
を
申
し
詰
け
た
例
は
荏
し
な
い
G

一
一
般
家
中
に
と
っ
て
、
個
人
と
し
て
上
方
借
銀
の
途
は
事
実
上
不

明
す
る
。
市
し
て
、

可
能
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
、
大
坂
商
人
小
倉
屋
、
塩
屋
等
の
対
家
中
貸
銀
も
、
小
倉
屋
が
細
川

藩
御
蔵
米
の
引
請
商
人
で
あ
っ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
両
者
共
に
細
川
藩
と
の
何
等
か
の
特
殊
関
係
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
関
係
の
存
在

に
よ
っ
て
、
家
中
借
銀
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
家
中
の
置
か
れ
た
状
態
が
右
の
如
く
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
し
こ
こ
に
藩

の
貸
付
米

1
1上
方
金
利
に
比
し
て
著
し
く
高
利
の
｜
j
が
存
在
し
得
た
理
由
の
一
つ
が
存
す
る
吃

貸
付
米
の
種
類
は
、
臨
時
的
思
恵
的
に
主
と
し
て
上
級
家
臣
、
及
び
側
近
者
等
を
対
象
と
し
て
為
さ
れ
る
も
の
と
、
知
行
高
．
扶
持
米
切
米

高
に
応
じ
て
一
般
的
に
貸
出
主
れ
る
も
の
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
南
条
左
衛
門
尉
（
元
和
九
年
、
知
行
高
参
千
石
余
、
与



外
）
が
寛
永
弐
年
（
五
拾
石
）
、
寛
永
四
年
（
二
百
石
）
の
両
度
に
「
私
知
行
所
山
中
故
津
出
不
罷
成
ニ
付
」
の
理
由
で
貸
米
を
受
け
て
い
る
。

後
者
の
中
で
知
行
取
を
対
象
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
貸
米
の
基
準
額
の
判
明
し
て
い
る
年
度
は
、
寛
永
元
年
と
同
五
年
に
い
ず
れ
も
知

行
高
百
石
に
付
て
米
三
拾
石
宛
で
あ
り
、
出
永
弐
年
に
は
二
十
五
石
で
あ
る
コ
同
年
の
借
用
状
の
一
例
を
示
す
と
、

「
国
東
郡
於
富
来
浦
ニ
被
借
下
御
米
之
事

合
弐
百
五
拾
石
者
弦
懸
斗
也

知
行
高
千
石
分

百
石
ニ
付
弐
拾
五
石
宛

右
ハ
来
年
之
秋
加
四
和
利
返
上
可
仕
所
如
件
。

寛
永
弐
年
十
二
月
十
八
日

助

進

印

刑

部

印

清
右
衛
門
印

伊
藤
金
左
衛
門
尉

金
左
衛
門
知
行
所
へ
参
候
問
、
我
等
判
仕
候

伊

藤

又

五

郎

松

本

彦

進

豊

岡

甚

丞

殿殿
Lー〔
50 

右
の
如
く
で
あ
る
。
尚
、
寛
永
一
苅
年
に
於
て
は
「
御
留
守
居
衆
御
貸
米
廿
五
石
宛
一
一
相
究
候
告
と
の
記
事
が
存
し
、
役
儀
負
担
（
幕
府
御

手
伝
普
請
課
役
、
藩
主
参
府
随
行
等
）
の
軽
重
に
よ
り
貸
付
基
準
に
区
別
が
存
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
再

び
引
用
し
た
借
用
状
に
か
へ
っ
て
知
行
高
千
石
の
者
が
利
米
四
割
の
米
弐
百
五
拾
石
を
借
用
す
れ
ば
、
来
秋
返
弁
す
べ
き
元
利
米
合
三
百
五
拾

石
と
な
り
、

こ
れ
は
、
知
行
高
の
三
五
%
に
当
り
、
免
四
ツ
と
仮
定
し
た
場
合
に
物
成
高
の
八
七
特
強
に
当
る
。

こ
こ
で
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

事
は
、

こ
の
よ
う
な
過
大
な
貸
付
米
元
利
の
返
弁
が
給
人
の
生
計
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
次
の
例
は
貸
付
米
返
弁
が
給
人
の
再
生
産
維

持
に
与
え
る
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
「
一
、

横
山
作
兵
衛
知
行
当
物
成
、

物
成
無
之
候
へ
ハ
当
年
ノ
切
米
を
遺
知
行
－
一
当
廿
石
か
し
可
申
旨
ニ
候
車
叫
こ
の
よ
う
に
知
行
物
成
が
貸
付
米
返
上
の
為
に
皆
無
と
な
っ
た
場

返
上
米
ニ
不
足
仕
候
由
、
書
付
懸
御
目
申
処
、

由
民
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
回
）



豊
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

合
に
は
更
に
、
幾
何
か
の
貸
米
が
与
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
至
れ
ば
も
は
や
給
人
の
領
主
的
再
生
産
は
貸
付
米
の
存
在
な
く
し
て
は
破

綻
す
る
他
な
い
。
貸
付
米
は
給
人
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
事
は
給
人
知
免
相
の
高
率
佑
と
他
借
米

銀
の
利
用
と
に
結
果
し
、
知
行
地
荒
廃
と
他
借
米
銀
の
累
積
は
給
人
の
役
儀
負
担
力
は
著
し
く
弱
体
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
、
忠
利
の
書

状
に
、ー「

（
前
略
）

一
、
来
年
役
儀
不
成
訴
訟
有
之
も
の
ハ
知
行
当
所
務
共
上
候
へ
と
、
年
寄
共
へ
申
遺
侠
可
得
其
意
侠
事
」
と
あ
る
の
は
給
人
の
役
儀
負
担
力
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
事
実
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、

「
て
上
野
左
右
馬
助
知
行
日
ニ
焼
其
上
年
々
不
足
米
有
之
ニ
付
知
行
所
ぷ
一
粒
も
米
取
申
儀
無
之
、
稽
う
へ
ニ
お
よ
び
申
仕
合
候
問
、
如
何

様
と
も
被
仰
出
儀
な
と
候
ハ
ハ
承
度
候
、
左
も
無
之
候
ハ
ハ
う
へ
ニ
及
申
侠
問
、
せ
は
ら
を
も
や
ふ
り
申
も
可
有
之
侠
問
、

｛日｝

申
由
被
申
侯
」
と
あ
る
の
は
、
給
人
経
済
の
破
綻
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。
か
か
る
状
態
に
立
至
っ
た
場
合
、
当
然
給
人
経
済
の
縮
小
佑
が
な

さ
れ
る
。
即
ち
、
「
一
、
物
成
無
之
知
行
之
分
ハ
御
ふ
ち
方
か
し
ほ
と
高
ニ
て
引
渡
残
分
ハ
御
蔵
納
同
前
ニ
御
内
検
可
被
申
付
由
（
後
略
こ
右

一
た
ん
御
と
と
け

の
「
御
ふ
ち
方
か
し
」
と
は

「
一
、
三
ヶ
月
ニ
六
石
宛
の
ふ
ち
か
た
か
し
の
外
ニ
過
分
に
取
こ
み
仕
侯
も
の
多
く
有
之
由
、
此
分
者
何
時
茂
五
和
利
に
取
可
申
候
、
取
立

奉
行
ニ
可
申
付
候
事
。

Amv 

寛
永
五
年
八
月
十
二
日
」
と
あ
る
規
定
を
指
す
の
で
あ
石
。

経
済
規
横
縮
小
佑
に
よ
る
給
人
経
済
の
復
旧
、
再
生
産
構
造
の
安
定
策
は
、

一
般
家
中
の
場
合
は
右
に
示
し
た
扶
持
方
か
し
に
よ
っ
て
行
は

れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
級
家
臣
の
場
合
は
、
藩
権
力
を
利
用
し
た
家
政
整
理
の
手
段
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
藩
主
袖
判
借
用
状
に
よ
る
上
方
借

銀
の
利
用
と
、
藩
主
よ
り
の
賄
米
下
附
と
諸
払
残
米
を
藩
を
通
じ
て
貸
付
け
る
事
を
主
要
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
例
と
し
て
知
行



高
二
千
石
の
志
水
伯
奮
の
「
差
引
払
方
之
目
録
」
を
示
す
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

「
志
水
伯
脅
知
行
物
成
並
諸
運
上
銀
米
他
借
共
－
一
差
引
払
方
之
目
録

寛

永

弐

年

分

（
イ
）
一
、
千
弐
百
五
拾
七
石
七
斗
五
舛
ニ
合

（ロ）
（ハ）
（－一）
（ホ）

（へ）
（ト）

チ
、ー〆
（リ）

内

払

方

千
九
百
七
拾
弐
石
入
料
八
合
壱
勺
弐
才

内
八
百
四
拾
石

八
拾
六
石
弐
斗

百
三
十
七
石
弐
斗

弐
百
八
十
八
石

五
百
六
拾
弐
石
一
斗
六
時
六
合
一
勺
五
才

五
拾
九
石
弐
斗
四
舛
壱
合
九
勺
七
才

差
引
ニ
〆
七
百
拾
五
石
七
舛
六
合
壱
勺
弐
才

（
忠
利
）

（
右
之
裏
ニ
御
書
判
ア
リ
）

豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

知
行
弐
千
石
物
扇
延
日
米
共
ニ
高
ニ
付
四
ツ
九
分
九
リ
ン
一
毛
宛

運
上
米
他
措
米
共

御
か
し
米
元
六
百
石
四
わ
リ
付

御
懸
リ
米

御
懸
リ
銀
弐
貫
七
百
四
十
四
匁
代
米
石
ニ
付
二
十
め
宛
大
坂
双
場
ニ
〆

江
戸
借
金
元
利
九
十
六
両
銀
ニ
直
シ
五
貫
七
百
六
十
め
壱
両
ニ
付
六
十
め
か

へ
石
別
二
十
め
宛
大
坂
双
場
ニ
〆

（
元
和
七
年
）

元
七
ノ
暮
御
袖
判
を
以
元
六
貫
目
借
用
四
ヶ
年
壱
わ
リ
七
歩
ニ
付
ニ
〆
元
利

拾
壱
貫
弐
百
四
十
三
匁
C

一
分
弐
厘
三
毛
ノ
代
米
石
ニ
付
廿
目
宛
大
坂
双
場
ニ

〆右
三
口
九
百
八
十
七
石
三
斗
六
舛
六
合
一
勺
五
才
運
賃
六
分
ニ
〆

銀
子
ニ
〆
拾
壱
貫
九
百
拾
七
匁
九
分
三
リ
ン
五
毛
但
百
目
ニ
付
六
石
替

ー

一一



豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

寛

永

年

分

（
ヌ
）
一
、
千
弐
百
五
拾
七
石
七
斗
三
舛
弐
合

（ル）
（ヲ）

r、、

ワ
、、ー’
（カ）
（ヨ）

内

払

方

九
百
壱
石
壱
斗
四
舛
五
合
七
勺
三
才

内
七
百
七
拾
四
石
六
斗
六
舛
五
合
七
勺
入
才

四
拾
六
石
四
斗
七
舛
九
合
九
勺
五
才

八
拾
石

〆
三
百
五
拾
六
石
五
斗
入
舛
六
合
弐
勺
七
才

寛

永

四

年

分

（
タ
）
一
、
千
七
百
五
拾
六
石
九
斗
五
舛
弐
合
七
勺
八
才

（レ）
（ツ）

（ツ）
（ネ）ナ

（ラ）

内
四
百
九
拾
九
石
弐
斗
弐
舛
七
勺
八
才

千
弐
百
五
十
七
石
七
斗
三
舛
弐
合

内

払

方

八
百
拾
九
石
六
斗
五
舛
七
合
八
勺
四
才

内
百
六
十
石

四
百
四
十
八
石
入
斗

百
九
十
八
石
九
斗
一
舛
六
合
八
勺
五
才

一
一
四

知
行
二
千
石
之
物
成
延
口
共
－
一
当
リ
右
同

運
上
米
他
借
共
ニ

寛
弐
払
残
米
壱
和
利
七
歩
銀
－
一
て
買
調
返
上
仕
ニ
付
元
利
拾
三
貫
九
百
四
十

三
匁
九
分
入
リ
ン
四
毛
ノ
代
米
石
ニ
付
十
八
匁
宛
大
坂
ノ
双
場
ニ
〆

右
之
う
ん
ち
ん
米
六
歩
ニ
〆

御
懸
り
銀
代
米
御
懸
米
共
ニ

寛
四
ノ
借
付
可
仕
分

寛
四
秋
ノ
物
成
借
付
米
取
立

右
寛
三
ノ
残
米
借
付
置
四
わ
り
を
く
わ
へ
如
此
也
。

知
行
弐
千
石
ノ
物
成
延
口
米
共
当
リ
右
ニ
同

運
上
米
他
借
共

御
懸
り
銀
代
米
御
懸
り
米
共
ニ

先
年
ノ
他
他
借
米
元
ニ
テ
返
弁
可
仕
分

自
他
借
銀
三
貫
五
百
八
十
め
五
分
三
毛
ノ
代
米
石
ニ
付
十
八
匁
宛
大
阪
双
場



（ム）
（ウ）

拾
壱
石
九
斗
三
舛
五
合
壱
才

〆
市
九
百
三
拾
七
石
三
斗
九
勺
四
才

寛

永

五

年

分

（
ヰ
）
一
、
九
百
三
拾
七
石
三
斗
九
勺
四
才

（ノ）
（オ）
（ク）

（ヤ）

r、、
守
、、Jケ

（フ）

内

払

方

五
百
三
拾
五
石
六
斗
入
合

内
四
十
弐
石
五
斗
四
舛

五
拾
三
石
弐
斗
六
舛
八
合

弐
百
四
十
四
石
入
斗

百
九
十
五
石

〆
四
百
壱
石
六
斗
九
舛
弐
合
八
勺
四
才

（
コ
）
一
、
千
弐
百
五
拾
七
石
七
斗
三
舛
二
合

此
利
百
六
十
石
六
斗
七
舛
七
合
一
勺
八
才

（
エ
）
三
口
合
千
八
百
弐
拾
石
壱
斗
弐
合
弐
才

（テ）
（ア）

内

払

方

弐
百
四
拾
弐
石

入
拾
石

院
官
－
前
細
川
雄
惜
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
匝
）

〆
右
ノ
う
ん
ち
ん
六
歩
ニ
〆

寛
五
ノ
賄
米
か
し
付
米
ニ
可
仕
分

右
寛
四
残
り
米

賄
米
味
噌
醤
油
酒
炭
ノ
入
目

紙
油
薪
屋
根
繕
入
目

上
下
九
十
壱
人
ノ
賄
馬
弐
疋
ノ
か
い
料
共

召
仕
申
者
七
十
七
人
ノ
取
替
壱
人
ニ
付
弐
石
五
斗
宛
壱
人
ハ
五
石
也

是
者
春
借
付
可
申
分

四
わ
り

知
行
弐
千
石
物
成
延
口
米
共
当
リ
右
同

召
仕
申
作
者
切
米
右
借
付
米
引
残
分

御
懸
リ
銀
代
米
御
懸
リ
米
共
－
一

一
一
五



最
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一
一
六

（サ）

猶
〆
千
四
百
九
拾
八
石
壱
斗
弐
合
弐
才

右
残
米
を
以
寛
永
太
年
之
春
λ
O
御
役
儀
並
賄
其
外
万
一
事
仕
組
可
申
積
ニ
而
御
時
候
閥
、
比
等
之
魁
可
然
様
ニ
御
披
碍
奉
願
候
、
以
上
。

寛
永
弐
年
十
月
廿
八
日

志
水
伯
者
判

西

郡

刑

部

少

輔

殿

浅

山

市

右

衛

門

殿

横

山

助

進

殿

戸，，.
見』

一
、
当
十
一
月
ぷ
寛
永
四
年
之
暮
迄
之
御
賄
被
何
付
被
下
候
様
一
一
と
申
候
、
積
リ
之
儀
、
御
意
次
第
二
可
仕
上
自
之
事
。

一
、
御
袖
判
を
以
、
銀
子
積
拾
壱
貫
目
余
借
用
之
事
。

て
寛
永
三
、
四
両
年
者
払
残
米
四
和
利
ニ
〆
借
付
可
被
下
候
事
。

一
、
寛
永
五
年
之
春
ぷ
自
米
を
以
賄
成
申
候
事
。

一
、
寛
永
六
年
ぷ
ハ
何
篇
手
前
ニ
市
仕
舞
可
申
由
候
事
。

｛
門
別
》

（
右
ノ
裏
ニ
御
書
判
有
）
」

（
数
字
の
上
の
符
号
は
筆
者
が
附
し
た
。
）

右
の
引
用
中
の
終
り
に
あ
る
「
覚
」
は
、
志
水
伯
奮
の
要
望
を
惣
奉
行
三
人
が
藩
主
の
決
裁
を
得
る
為
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、

こ
の
史
料
か
ら
知
り
得
る
事
は
大
凡
次
の
如
く
で
あ
る
。

て
（
イ
）
（
ヌ
）
（
ソ
）
（
コ
）
の
各
項
は
e

志
水
伯
替
の
知
行
二
千
石
の
物
成
高
で
あ
る
が
、
そ
の
免
相
は
殆
ん
ど
五
ツ
に
近
く
、
細
川
藩
の
「
御

《
白
A
V

知
行
被
遣
」
場
合
の
計
算
が
免
四
ツ
を
基
準
的
数
字
と
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
著
し
い
年
貢
徴
収
率
で
あ
る
。

二
、
（
ホ
）
（
へ
）
（
ト
）
（
チ
）
（
ヲ
）
（
ヲ
）
（
カ
）
は
、

い
ず
れ
も
大
坂
に
て
の
．
米
売
却
と
そ
の
運
賃
米
で
あ
る
。
五
六
百
石
以
上
、
の
年
貢
米
売
却
が



大
坂
に
於
て
な
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
事
は
、
四
、
と
考
へ
合
せ
て
、
中
央
市
場
大
坂
の
全
国
的
商
品
流
通
組
織
の
中
に
於
け
る
地
位

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

、
（
ヲ
）
の
説
明
に
あ
る
元
利
拾
三
貫
余
は
、

（
リ
）
の
七
百
拾
五
石
余
の
代
銀
拾
壱
貫
九
百
余
匁
に
当
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
末
尾
の
「

覚
」
第
二
項
に
あ
る
袖
判
を
以
て
借
用
す
る
銀
子
に
相
当
す
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
（
リ
）
（
ヲ
）
の
比
較
に
よ
り
寛
永
弐
年
度
の
払
残
米
を
買

調
へ
る
為
の
代
銀
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
。

こ
の
事
は
（
リ
）
が
、
（
ハ
）

t
（
チ
）
ま
で
の
ど
れ
と
ど
れ
に
相
当
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
に
し
て

も
、
と
に
か
く
（
ハ
）

i
（
ホ
）
を
含
ん
で
い
る
。
｜
｜
即
ち
、
対
藩
借
財
的
性
格
の
負
債
冶
清
算
す
る
目
的
の
為
に
、
袖
判
借
用
銀
が
な
S
れ

た
と
考
へ
ら
れ
る
。

四
、
（
リ
）
に
於
て
、
銀
百
匁
U
六
石
、
（
へ
）
に
於
て
銀
百
匁
H
五
石
、
（
チ
）
に
於
て
銀
百
匁
H
五
・
五
五
・
・
・
・
石
の
数
字
を
比
較
す
れ
ば
、
小

倉
と
大
坂
の
米
価
の
高
低
と
、
大
坂
の
金
利
の
安
さ
均
即
ら
、
小
倉
と
大
般
の
米
価
差
額
と
金
利
高
低
を
利
用
す
る
事
が
、
計
画
遂
行
の

要
点
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
（
ナ
）
に
寛
永
三
年
分
の
他
借
米
が
存
す
る
が
、
そ
れ
は
、
利
米
の
記
載
が
な
く
、
か
か
る
有
利
の
他
借
用
米
が
小
倉
に
於
て
可
能
と
考
へ

ら
れ
て
い
た
事
。

六
、
同
時
に
、
（
ラ
）
の
他
借
銀
は
大
坂
に
於
て
な
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
四
、
に
示
し
た
上
方
借
銀
の
金
利
の
安
さ
の
利
用
で

あ
り
、
前
項
五
、
と
対
照
的
で
あ
る
。

七
、
而
し
て
、
五
、
六
の
他
借
米
銀
は
、
寛
永
三
年
度
の
士
山
水
伯
書
家
の
生
計
を
、

「
覚
」
第
一
項
の
「
御
鮪
米
」
と
共
に
支
え
る
も
の
で
あ

る。
入
、
（
ノ
）

t
（
マ
）
、
（
テ
）
は
、
知
行
二
千
石
の
上
級
家
凶
志
水
伯
者
家
の
年
間
住
計
費
の
最
低
限
を
一
市
す
も
の
で
め
る
。

（
家
族
十
四
人
、
家

目
七
十
七
人
、
馬
二
匹
の
規
模
を
有
す
る
。
）

豊
前
細
川
落
の
「
倍
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

七



豊
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

一
一
八

九
、
叉
、
（
テ
）
の
合
計
約
七
百
七
拾
七
名
は
、
免
四
ツ
九
分
九
厘
余
と
仮
定
し
た
場
合
の
知
行
物
成
高
（

（
イ
）
、
（
ヌ
）
、
（
ソ
）
、
（
コ
）

、』J

の
約
六
十
二
%
に
当
る
。
（
ノ
）
、
（
テ
）
が
、
年
間
生
計
費
の
最
底
阪
を
示
し
、
（
イ
）
、
（
ヌ
）
、
（
ソ
）
、
（
マ
）
の
各
項
が
、
標
準
的
免
相
よ
り

も
高
率
の
年
貢
徴
収
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
問
題
と
し
て
考
へ
た
場
合
に
、
前
者
は
増
加
の
傾
向
を
有
し
、
後
者
は
減

少
の
可
能
性
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
年
間
生
計
費
の
知
行
物
成
中
に
占
め
る
比
重
は
増
加
す
る
。

（
仮
り
に
免
囚
ツ
の
場
合
に
、
生
間
生
計

費
を
そ
の
ま
ま
と
す
れ
ば
、
物
成
の
約
九
十
一
%
に
当
る
。
）

こ
の
事
は
、
給
人
の
経
済
的
窮
乏
は
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
事
を
意
味
す

”。。
十
、
（
マ
）
、
（
テ
）
に
よ
り
、
志
水
伯
者
召
仕
之
者
（
志
水
家
々
臣
）
に
対
し
て
、
志
水
伯
脅
よ
り
借
付
が
行
は
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

十
一
、

「
覚
」
第
三
項
は
、
藩
の
貸
米
制
の
利
用
で
あ
り
、

（
（
ヨ
）
、
（
タ
）
、
（
ウ
）
、
（
サ
）
）
そ
れ
が
志
水
家
々
政
整
理
遂
行
の
重
要
な
条

件
と
な
っ
て
い
る
事
。

以
上
、
十
一
点
を
羅
列
し
た
が
、

一
、
四
、
五
、
六
、
十
一
の
各
点
が
志
水
家
々
政
整
理
計
画
を
支
え
て
い
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
計

画
が
、
そ
の
通
り
実
行
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、

一
、
に
示
し
た
著
し
く
高
い
免
相
が
計
画
遂
行
の
重
要
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
事
。

ー寸

覚
」
第
一
項
の
「
御
賄
米
」
の
量
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
（
ナ
）
、
（
ラ
）
の
量
が
異
っ
て
く
る
可
能
性
が
主
ず
る
事
、
同
時
に
そ
れ
は
、
寛
永
四

年
度
以
降
の
数
字
に
変
動
を
与
へ
る
も
の
で
あ
る
事
等
に
よ
り
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
実
行
に
移
さ
れ
た
事
は
「
士
山
水
伯
脅
寛

弐
、
八
九
十
月
三
ヶ
月
ノ
賄
米
ヲ
タ
リ
過
故
、

取
立
可
申
自
供
出
、
善
兵
衛
を
以
、

甚
丞
援
進
ニ
申
・
渡
侯
事
」
と
め
る
に
よ
っ
て
知
り
得
る

が
、
そ
の
結
末
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
、
何
等
知
る
事
を
得
な
い
。

次
に
、
扶
持
、
切
米
取
の
下
級
家
臣
を
対
象
と
す
る
貸
米
に
つ
い
て
は
、

「
一
、
江
戸
御
供
衆
一
一
切
米
、
来
年
の
御
か
し
米
相
渡
可
申
候
。
其
内
ニ
米
廻
り
か
ね
候
ハ
ハ
、
先
、
か
し
米
を
波
、
用
意
可
申
付
候
、
切

米
は
霜
月
十
日
ノ
内
ニ
可
相
渡
通
を
、
筈
を
取
可
相
渡
候
、
妻
子
ニ
あ
て
置
可
申
と
の
御
意
、
但
、
切
米
か
し
米
一
度
ニ
請
取
可
申
と
申
者
候



ハ
ハ
、
相
渡
可
申
候
、
御
銀
を
か
り
侯
ハ
ハ
、
御
か
し
可
被
成
旨
候
、
（
後
略
び

と
あ
る
に
よ
り
、
知
行
取
と
同
じ
く
「
借
米
」
の
行
は
れ
た
事
を
知
り
得
る
。

借
米
の
取
立
は
、
藩
の
行
政
機
構
に
依
っ
て
行
は
れ
る
事
は
前
述
し
た
が
、
知
行
取
の
場
合
は
惣
奉
行
↓
郡
奉
行
↓
借
米
奉
行
の
経
路
に
よ

っ
て
知
行
物
成
の
差
押
が
な
さ
れ
た
。

【関
V

付
申
候
。
（
後
略
）
’
」
と
あ
る
知
く
、
借
米
取
立
は
給
人
の
知
行
物
成
徴
収
権
の
一
時
的
停
止
を
伴
っ
た
が
、
知
行
地
の
免
相
決
定
権
は
給
人

A

回）

の
行
使
す
る
所
で
あ
っ
円
扶
持
切
米
取
の
場
合
は
勿
論
、
扶
持
米
切
米
の
給
付
時
に
差
押
へ
の
手
段
が
と
ら
れ
同
｝
而
し
て
、
年
々
豊
凶
、

幕
府
御
伝
普
請
の
有
無
等
に
よ
り
、
取
立
に
手
加
減
が
加
へ
ら
れ
、
利
分
の
み
を
取
り
元
分
は
据
置
く
等
の
措
置
が
と
ら
れ

ι宅
叉
、

「
借
米
奉
行
衆
米
被
請
取
れ
様
ニ
可
被
申
渡
候
、
わ
き
へ
も
、
給
人
手
前
へ
も
出
し
不
申
様
ニ
堅
可
被

「
一
、
御
切
米
取
衆
御
用
ニ
付
上
下
之
時
、
舟
破
損
仕
身
か
ら
斗
助
申
者
之
儀
、
御
借
米
親
共
ニ
本
借
之
分
御
損
ニ
立
可
申
ニ
相
定
候
事
。

但
、
御
切
米
高
拾
石
ニ
米
三
石
銀
二
十
日
宛
也
」

「
て
御
長
柄
之
者
壱
人
、
七
月
病
死
仕
候
、
比
御
貸
米
御
損
米
ニ
成
可
申
哉
と
、
小
頭
尋
ニ
参
候
、
御
損
米
ニ
可
成
の
事

0
4

右
に
依
れ
ば
、
御
用
中
の
被
災
、
或
は
病
死
等
に
就
い
て
は
棄
摘
の
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
扶
持
切
米
取
の
み
で
あ
っ
て
、
知
行
取

の
場
合
は
如
何
に
措
置
さ
れ
た
か
は
、
史
料
的
に
明
確
で
な
い
。

四

以
上
、
豊
前
細
川
藩
家
中
に
対
し
て
行
は
れ
た
「
借
米
」
に
つ
い
て
大
要
を
述
べ
た
が
、
該
制
度
の
始
期
、
変
遷
等
に
つ
い
て
の
考
察
を
欠

如
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
借
米
」
と
家
臣
団
負
担
（
知
行
懸
米
、
惣
銀
）
の
量
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
及
び
得
な
か
っ
た
。

「
借
米
」
の
本
質
的
性
格
、
藩
財
政
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
更
に
多
面
的
な
考
察
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

只
、
以
上
の
記
述
を
通
じ
て
云
い
得
る
事
は
「
借
米
」
が
必
ず
し
も
家
臣
団
の
経
済
的
窮
乏
に
対
す
る
救
悩
的
な
意
味
の
み
に
於
て
存
在
し

豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
回
）

九



豊
前
細
川
落
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
田
）

た
ち
の
で
は
な
い
と
云
う
事
で
あ
る
。
藩
主
以
外
の
元
米
所
有
者
の
存
在
は
そ
れ
を
立
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一二
O

第
二
に
、
本
稿
に
取
扱
っ
た
時
期

l
l元
和
末
年

t寛
永
初
期
ー
ー
の
細
川
藩
家
中
領
主
的
再
生
産
は
、
自
己
の
知
行
所
務
米
の
み
に
よ
っ

て
は
完
結
し
得
ず
、

こ
乙
に
「
借
米
」
の
存
在
理
由
の
一
つ
が
あ
る
と
云
い
得
る
プ

九
州
史
料
叢
書
「
黒
田
御
用
記
L

一
四
四
頁

九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
架
蔵
、
三
奈
木
黒
田
家
文
書

大
日
本
古
記
録
、
梅
津
政
景
日
記
七
、
八
九
頁

御
触
書
寛
保
集
成
、
八
四
六
J
八
九
O
頁、

「
奉
書
」
寛
永
三
、
二
、
二
二
、
北
岡
文
庫
蔵
（
以
下
、
「
奉
書

」
「
白
帳
」
「
御
旧
記
一
翠
」
上
下
、
「
御
印
並
御
書
出
之
写
L

、

「
部
分
御
旧
記
」
、
「
覚
童
官
」
、
「
御
郡
へ
の
文
案
」
、
「
御
待
帳

」
（
元
和
舟
年
）
「
相
談
帳
」
は
す
べ
て
北
岡
文
庫
蹴
で
あ
る
、
｝

「
自
慢
」
寛
永
図
、
正
、
九

「
御
旧
記
抜
率
」
（
年
末
詳
〉
卯
月
十
二
日
、

伝
左
衛
門
宛
、
忠
利
害
状

ω
「
奉
書
」
寛
永
七
、
十
、
五

制
「
覚
書
」
元
和
九
、
九
、
十
三

帥
「
日
帳
」
寛
永
八
、
壬
十
、
二
七

ω
「
奉
書
」
寛
永
七
、
五
、
十
六

ω
「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

帥
「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

帥
「
日
帳
」
寛
永
元
、
九
、
十
二

帥
「
日
帳
」
寛
永
三
、
十
一
、
十

個
・
辺
倒
侍
帳
」
ハ
元
和
九
年
）
i

詮：
(5) (4) (3) (2) (1) (7) (6) 

（
中
津
衆
）
魚
住

「
御
郡
へ
の
文
案
」
寛
永
七

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」
寛
永
三
、
十
二
、
十
、
九

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」
寛
永
二
、
十
九

藩
内
諾
鉱
山
の
売
米
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
左
の
史
料
が
あ

る。「
如
此
書
付
可
被
申
付
事

て
採
銅
所
御
金
山
御
用
之
御
米
古
米
無
御
座
候
ハ
、
新
米
払
可
申
哉

之
事
古
米
新
米
－
一
て
ハ
米
無
之
八
判
丁
銀
百
日
ニ
付
五
石
弐
斗
、
弦
懸

斗
ニ
而
売
候
ハ
ハ
畏
可
被
申
候
事

一
、
同
御
金
山
ニ
御
米
無
之
侠
ハ
、
町
人
売
米
間
立
買
可
申
哉
、
米
之

双
場
付
被
成
可
被
下
候
事
。
御
総
納
早
回
米
－
一
て
不
足
候
ハ
ハ
中

津
御
給
人
ノ
外
ニ
米
早
〈
出
来
申
候
御
給
人
地
分
取
立
可
被
申

事。

て
御
給
人
万
は
や
わ
せ
出
来
侠
ハ
ハ
同
御
金
山
へ
納
可
申
哉
之
事

（
後
略
）
」
「
覚
書
」
元
和
九
、
八
、
み
五

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

佐
々
木
潤
之
介
「
幕
藩
制
に
お
け
る
畿
内
の
地
位
に
つ
い
て
」
一

橋
論
議
凶
七
巻
第
三
号

倒仰）側側帥帥倒



ω 

一
九
六
二
年
度
暦
研
大
会
近
世
史
部
会
研
究
報
告
「
第
一
段
階
か

ら
第
二
段
階
へ
の
移
行
」

「
御
郡
へ
の
文
案
」
寛
永
五

「
相
談
帳
」
寛
永
四

「
日
帳
」
寛
永
一
ニ
、
十
て
二
一

「
御
旧
記
抜
奉
」
元
和
九
、
七
、
九
、
忠
利
書
状

「
御
奉
行
書
横
目
日
帳
」
元
和
十
、
三
、
十
七
、

「
て
石
寺
充
兵
衛
飯
銅
少
内
長
崎
へ
被
遺
候
ニ
付
．
而
何
共
迷
感

唯
喉
唱
い
咽
噌
米
崎
一
叫
唱
下
由
候
へ
ハ
、
御
奉
行
衆
骨
骨
わ
を
骨

下
と
し
て
難
成
由
之
返
答
候
事
、
」

「
奉
書
」
寛
三
、
十
一
、
十
四

「
部
分
御
旧
記
」
（
御
書
之
部
）
「
寛
永
五
」
正
月
六
日
忠
利
書
状

「
本
務
年
表
」
上
、
寛
永
五
年
正
月
の
条

寸
日
帳
」
寛
五
、
正
、
二
三

「
日
帳
」
寛
四
）
二
、
七

「
万
覚
帳
」
元
和
十
、
三
、
十
五
、
寛
永
一
元
、
九
、
二

「
日
限
」
寛
永
四
、
正
、
十
六

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」
寛
永
五
、
八
、
十
二

「
日
帳
」
寛
永
七
、
十
、
九

「
部
分
御
旧
記
」
「
元
和
九
年
」
三
月
十
二
日
忠
利
害
状

「
日
帳
」
寛
永
六
、
三
、
十
二

「
日
帳
」
寛
永
六
、
三
、
十
二

「
日
帳
」
寛
永
五
、
二
、
四

寛
永
時
期
の
領
内
資
本
が
弱
体
で
あ
っ
た
事
の
現
れ
と
し
て
、
元

倒倒的帥帥（ぬ倒。1）刷（卸）側側（約制（幼脚倒。l)蜘）
豊
前
細
川
藩
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
（
桑
波
間
）

（働側（ω
和
末
｜
寛
永
初
期
に
行
は
れ
た
当
濯
の
「
新
銭
」
鋳
造
lv
発
行
事

業
の
失
敗
が
あ
げ
ら
れ
る
。
拙
稿
「
豊
前
細
川
務
の
「
新
鋭
」
と

「
借
米
」
に
つ
い
て
」
（
医
研
二
六
四
号
）
参
照

「
日
帳
」
寛
永
七
、
九
、
六

「
日
帳
」
寛
永
元
、
八
、
十
二

「
奉
書
」
寛
永
三
、
四
、
六
の
項
に
長
附
勘
桝
由
、
「
日
帳
」
寛

永
五
、
囚
、
十
二
の
項
に
小
笠
原
備
前
の
恩
借
の
記
事
が
見
え

る。

弘司

こ
の
時
期
に
、
北
九
州
地
方
で
の
利
率
は
一
般
的
に
三
J
四
割
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岩
生
成
一
氏
著
「
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
」

二
八
二
｜
二
八
三
頁
の
和
文
投
銀
表
に
示
さ
れ
た
利
率
は
．
細
川

務
内
の
借
米
利
率
と
似
た
数
字
で
あ
る
。
従
っ
て
、
三
J
四
割
の

利
率
は
、
上
方
金
利
に
比
し
て
の
高
利
を
意
味
す
る
。

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」
寛
永
二
、
十
、
二
一

「
奉
書
」
寛
永
四
、
十
二
、
二
七

「
日
帳
」
寛
永
一
苅
、
九
、
二

「
部
分
御
旧
記
」
「
寛
永
五
年
」
正
月
六
日
忠
利
害
状

「
日
帳
」
寛
永
目
、
正
、
十
六

「
日
帳
」
寛
永
元
、
八
、
二
四

「
奉
書
」
寛
永
五
、
十
一
、
六

「
部
分
御
旧
記
」
「
寛
永
四
J
五
年
」
八
月
四
日
、

「
日
帳
」
寛
永
三
、
十
一
、
二
一

「
日
帳
」
寛
永
五
、
九
、
四

「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

（紛）(49) （約同日間回目1)側

忠
利
害
状

一一一一



豊
前
細
川
務
の
「
借
米
」
に
つ
い
て
〈
桑
波
田
）

間
「
御
印
並
御
書
出
之
写
」

側
「
奉
書
」
寛
永
六
、
二
、
二
八

附
註
倒
参
照

側
「
回
線
」
寛
永
一
二
、
十
二
、
ニ
九

削
「
奉
書
」
寛
永
七
、
十
、
三

問
「
御
郡
へ
の
文
案
」
寛
永
五
、
十
、
四

間
「
御
郡
へ
の
文
案
」
寛
永
六
、
九
、
十
四

倒
「
奉
書
」
寛
永
四
、
十
二
、
十

制
「
部
分
御
旧
記
」
「
寛
永
五
年
」
八
月
四
目
、

側
「
相
談
帳
」
寛
永
三
年
三
月

間
「
日
帳
」
寛
永
一
河
、
八
、
二
八

附
記
本
稿
は
、
文
学
部
一
箭
内
教
授
の
お
す
す
め
に
従
っ
て
執
筆
し
た
も
の

で
あ
る
。
叉
、
本
学
経
済
学
部
秀
村
助
教
授
は
筆
者
の
疑
問
に
一
示
唆

を
与
え
ら
れ
た
。
両
先
生
の
御
厚
意
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

尚
、
本
稿
は
昭
和
三
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
各
個
研
究
・

三
木
俊
秋
氏
）
に
依
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

忠
利
害
状

一
一一
一一
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On the Karimai (ffHF) in the Hosokawa (*8JJII) Clan 

in the Period of Buzen (B;fij) 

by Ko KUWAHATA 

In the "Karimai" which Hosokawa clan enforced in the period 

of Buzen, there were the following aspects. 



-5-

(1) From the point of view of vassals, it means a relief measure 

to lighten the overweight of the military obligations for them. 

(2) And from the point of view of the possessors ( the lord of a 

clan, his kinsmen, his vassals, etc. ) of rice to lend, it means 

something that suggests Suiko (/±I~). 

Therefore, we shall be able to point out that the seigniorial reproduction 

of the Hosokawa clan in the beginning of the early modem age 

couldn't be complete by the real tax only in its estate. 




